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核の大地 – プルトニウム物語 

構成概要            2015.10.15 

０．アヴァンタイトル                                            KAMI Productions 

 

米国・＜ハンフォードの砂漠とコロンビア川＞ １９４３年～現在 

ワシントン州シアトルから南東に 450Km、ハンフォード。水量豊かなコロンビア川とそ

の自然の恵みを受ける先住民（インディアン）の集落が点在する荒野。そこに突然立ち退

き命令が布告され、道路と鉄道が敷かれ仮設住宅が立ち並び、ピークには 5 万人を超える

建設労働者がうごめく光景が広がる。1943 年春「マンハッタン計画」のプルトニウム生産

工場と原子炉 B の建設が始まったのだった。2 年後には長崎に投下された原爆材料を提供

した。冷戦時代を通じ７００トンのプルトニウムを生産した核の要塞は、８９年に稼働を

止め、現在は廃炉と除染が続いている。核廃棄物の貯蔵、汚染は世界最大規模である。 

 

フランス・＜半島の先端にあるラ・アーグ再処理工場＞ １９７０年代～現在 

 フランス・ノルマンジー地方コタンタン半島の僻地に突然大建築工事現場が現れたのは

1962 年。住民にはナベ工場が出来ると伝えられていた。1960 年核実験を成功させ 4 番目

の核保有国となったフランスが、2 番めの工場として着工した軍事プルトニウム生産工場

だった。今日では世界唯一の商用プルトニウム生産工場である。フランスの 58 基の原子

炉で使われた使用済み燃料は、すべてここラ・アーグで再処理をし取り出したプルトニウ

ムとウランを再利用する核燃料サイクルシステムを採用している。 

 

日本・＜下北半島の付け根、六ケ所再処理工場＞ 現在 

 1968年国策として小川原湖周囲に石油備蓄基地と化学・製鉄コンビナートの建設計画が

立った。広大な土地の買収が先行し 5000 ヘクタールもの土地が買い占められた。買収名

目は大規模酪農牧場の開発となっていた。だが 2 度の石油危機で計画は頓挫し、代わりに

80年代に持ち上がったのが再処理をはじめとする核燃料サイクル施設の建設だった。再処

理工場はフランスの技術援助を得て 1993 年に建設着手 2006 年から試運転を始め 2017 年

竣工予定である。 

 

世界でフランスと日本 2 カ国だけが採用する＜核燃料システム＞とはどのようなものか、

その主要な目的となるプルトニウムという物質はどのような歴史を持ち、なにをもたらす

のか。 

 

タイトル ： 「 核の大地 - プルトニウム物語 」 
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１．再処理工場とはなにか 

 

 核分裂性物質ウラン 235 が原子炉の中で核分裂を起こすと（デッサンで図解する）中性

子の動きで新たな物質が生まれる。それら新たな物質の中にはウラン 235 と同じように核

分裂しやすい物質が含まれている。プルトニウムである。それは自然界には無く原子炉の

中だけに存在する人工物質だ。大量の化学薬品と複雑なプロセスを経て使用済み燃料から

プルトニウムを分離し取り出すのが再処理工場だ。 

 

２．負の遺産と格闘するハンフォード 

 

 第 2 次大戦中の米国は、実験室レベルのプルトニウムを工場レベルの量産体制へ、わず

か 1 年余りで実現した。だがそこには「目的のために手段を選ばない」強引で危険な賭け

が隠れていた。それは労働者や住民への放射線防御対策の軽視だった。 

 

＊ 「ハンフォードの 8 基の原子炉はウィグナーによる冷却システムを「一過冷却」

方式をとっていました。コロンビア川からの水は配管を通じて炉の中心部を通過

したあと再び川に戻され、水が炉を出たときの温度は 93度ｃにもなっていました。

のちに保持プールが作られ、そこにしばらく貯めおいてから川に戻すようにしま

したが、2時間から 6時間ためおくように設計されました。水の温度はまだ川の温

度より高く、減衰しきっていない放射性同位元素があるだろうことも認識されて

いました。」 

（Doctor George Voltz , Human Radiation Studies: Remembering the Early 

Years.   DOE/EH-0454） 

 

コロンビア川の環境汚染は想像を絶するものであった。生命の河は完全に生態系を破壊

され工場の廃液や放射性廃棄物に汚染されていた。チェルノブイリ事故の翌年、ハンフォ

ードサイトはすべての原子炉を止め工場の閉鎖を決める。以来毎年 10 億ドル～20 億ドル

の連邦予算が廃炉と除染に投入されている。しかし再処理工場の汚染度は高く人間の立ち

入りすら困難で今もまだ手がつけられない状況にある。現時点で除染廃炉の終了は 2052

年と見積もられているが、無理だという声が現場の技術者からは聞こえてくる。 

  

３．フランス原子力とプルトニウム 

  

 フランスの核戦略が明快な形となって現れるのは石油危機前後である。発電の原子力化

を加速する。米国ウェスティングハウス社の加圧水冷式原子炉をライセンス導入し、発電

用原子炉を増設する。同時に、役割を終えていたラ・アーグ再処理工場を軍事用から民生

用（原子炉用）のプルトニウム生産工場へと転換していく。プルトニウムを燃料にする高

速増殖炉の開発に向かうためであった。 
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４. ‟プルトニウム”という人工物質 

 

  1941 年 2月 UCLA、バークレー校ギルマンホール・307号室でプルトニウムは発見され

た。発見者は当時 28歳の化学者グレン・シーボーグだった。彼はその功績でノーベル化学

賞の栄誉を受け、のちケネディー大統領の指名で原子力委員長となる。 

 

＊ 「プルトニウムは信じられないほど異常な物質です。ある条件下ではガラスと同程度

に硬く脆い。だが他の条件下ではプラスチックや鉛のように軟らかい。空気中で加熱する

と、燃えたり、すぐに粉々に砕け、室温下ではゆっくりと分解する。室温から融点の間の

温度で 5回以上の相変化を起こす。不思議だがそのうちの 2相では加熱するにつれ収縮す

る。また酸化の状態も 4 種類以上がある。これらの性質は元素の中でも全く特異です。そ

して最後にプルトニウムは微量であっても、悪魔ほどに有毒です。」  

（グレン・シーボーグ The First Weighing of Plutonium, Atomic Energy Commission 

of Technical Information. Oak Ridge.より） 

  

 プルトニウムは原子炉の燃料棒の中に生成する。プルトニウムの核分裂性は、理論的に

ウラン 235 の 3倍、ということは 3分の 1 の量で臨界に達する。それを原爆に用いるか、

燃料棒に戻して発電に用いるか、軍事と民生利用の差が見分けにくい物質なのだ。 

 

５．フランスの核燃料サイクル 

 

フランスは石油危機後、有限な鉱物資源ウランから人工物質プルトニウムを無限のエネ

ルギー源として確立しようとした。エネルギーの高い中性子（高速中性子）を使うプルト

ニウム燃料炉。燃焼させながらプルトニウム生成を（増殖）可能にする高速増殖炉計画だ。

発電用原子炉の使用済み燃料を再処理し、取り出したプルトニウムを高速増殖炉で燃やし、

増殖し、再処理し、ウランへの依存度を下げ最終的にエネルギー源を人間の手中にする。

これを核燃料サイクルシステムと呼んだ。 

   

だがフランスはその高速増殖炉・＜スーパーフェニックス＞を 1998 年公式に廃炉とし

た。度重なる事故や運営管理の困難と維持費の高騰で見切りをつけた。再処理したプルト

ニウムを高速増殖炉の燃料にするという大義をなくし、いまプルトニウムはウランと混合

し（MOX燃料）発電用原子炉で使っている。だが MOXでプルトニウムを消費してもその量は

たかが知れている。しかも MOX 燃料はウラン燃料の５倍のコストを要し危険度も高まる。

再処理を行うと使いみちのないプルトニウムが増え続ける状況にある。 

 

６．米・仏の核戦略と日本の原子力 

 

 ラ・アーグ再処理工場が稼働を始める頃、再処理技術をフランスから移入しようと考え

る国があった。日本である。1965 年 10月原燃公社（Japan Atomic Fuel Corporation）は、ラ・

アーグ工場の設計運営会社サンゴバン NT 社に、プラント移入を前提に工場設計の詳細を求
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め交渉に入る。ヒロシマ・ナガサキを経験した日本は米国の “Atom for Peace”「平和の

ための原子力」政策に導かれ原子力を国策としたが（1955 年）その翌年検討された「原子

力開発利用基本計画」には高速増殖炉の開発を示唆、5 年後に原燃は再処理工場の設計契

約による建設計画を発表する。原子力開発の初期に増殖炉と再処理を組み合わせる核燃料

サイクルを目標に置いていたのだ。 

 

 米国では再処理とプルトニウムの民生利用は 72 年の NFS社 WESTVALLEY工場の停止を最

後に今日までゼロである。77年にはカーター政権が核不拡散政策により民間の再処理を凍

結する。フランス・ラ・アーグ工場のプルトニウムの商用化は、米国の核不拡散政策の間

隙を突いたものだった。こうして日仏原子力協定は 1972 年に締結される。  

 

７．不況の嵐が吹くラ・アーグ再処理工場 

 

 福島第一原発事故の影響はフランスではラ・アーグに顕著に見られる。最大の得意先、

日本とドイツからの発注が途絶えてしまったからだ。ドイツ、スウェーデン、スイスは再

処理を撤退または凍結、イタリアは原発そのものから撤退し再処理を請け負ってきた得意

客が次々にいなくなってしまったのだ。いまは国内のフランス電力（EDF）だけが残った格

好だ。ラ・アーグ工場を運営する世界最大の原子力企業アレバ（AREVA）は 2014 年まで４

期連続の最終赤字に落ち込んだ。その理由をアレバは第 3 世代原子炉 EPRの建設の遅延、

そして「日本の再稼働の遅れ」を挙げている。日本の再処理工場のコンセプトは、東海村、

六ヶ所村ともにアレバ（旧コジェマ）からの移入であり、六ヶ所再処理工場の稼働まで、

電力各社はフランスと英国に再処理を委託してきた。だが英国は 2011 年再処理事業を停止

し、フランスだけが再処理ビジネスを続けているからだ。       

 

８．稼働できない六ケ所村再処理工場 

   

 2014 年 10月に予定した六ケ所村の再処理工場の稼働はまたしても 2016年 4月まで延期

された。これで 22回目の延期である。1993 年に着工してから 22年が経過しても稼働しな

い工場に、およそ 2兆 2千億円の建設費と年間数百億円の維持管理費が投入されている。

だがより深刻な問題はプルトニウムを誰も必要としないという現実である。プルトニウム

を燃料にする高速増殖炉はフランスでさえも開発を諦め、日本の「もんじゅ」は事故の後

始末から立ち直るめどが立っていない。本来の目的を失い、軽水炉で MOX（ウラン・プルト

ニウム混合燃料）を使うと言っても燃料構成上は５％止まりで、プルトニウムを生産し続

ける理由とは言いがたい。存在理由を失った六ヶ所再処理工場は 20世紀が産んだ文明の廃

墟のように見えてくる。 

 再処理工場一つができると付属する施設と関連工場が周辺を囲むように林立する。放射

性廃棄物貯蔵施設（高レベル、低レベル）、使用済み燃料貯蔵プール、廃棄物ガラス固化工

場、ウラン濃縮工場、MOX燃料工場（建設中）。六ケ所村の隣には東通り原発、その先のむ

つ市には使用済み燃料中間貯蔵施設、大間町に初の MOX専用原発（建設中）。下北半島はさ

ながら日本の核燃料サイクル基地となっている。 
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９．プルトニウムの恐怖 － ラ・アーグを汚染する 

 

 ラ・アーグには現在 56 トンものプルトニウムが保管されている。8000 発の原爆に相当

する量だ。うち 15 トンは日本の所有である。日本はこれまで 4000 トンの使用済み燃料を

ラ・アーグに再処理委託し 20トン近いプルトニウムを抽出してきた。そして使うあてのな

いプルトニウムは、MOX燃料として戻された分を除きラ・アーグに留め置かれている。さら

に再処理の廃棄物として出た廃液の中にもプルトニウムは大量に含まれている。そして

1966年の操業以来、地下に埋設した廃棄物貯蔵タンクが漏洩し地下水脈に触れているので

はないかと原子力安全局（ASN）から指摘されている。住民は工場が放出する放射性物質の

監視とともに、廃棄物貯蔵施設の老朽化と放射性物質の漏洩をいま問うている。    

 

１０．除染・廃炉産業の誕生 － ハンフォード、ラ・アーグ 

   

  広大な砂漠に点在する 9 基の原子炉と３棟の再処理工場の除染と廃炉。その光景はひ

とつの文明の終わりを物語っている。砂漠の楼閣のようにそびえ立っていたコンクリート

の建物群は、破壊されそのまま地下に埋葬され、何事もなかったかのように消え去り植物

も見当たらない砂漠となった。放射能汚染の激しい原子炉や工場はコクーン（繭）化され

半世紀のあいだ眠らせてから解体に入る。更に激しく汚染した再処理工場や燃料プール、

戦時中の廃棄物貯蔵タンクは今なお除染との闘いが続いている。１万人を超える人々が放

射能被曝の危険な環境でいつ終えるとも知れぬ“掃除”に従事している。 

 

ハンフォードだけではない。冷戦を支えた核施設の除染は１３０箇所、総費用３５００

億ドル、その内の１５００億ドルがハンフォードに見積もられている。米国では１９９０

年に核施設除染関連予算が核開発予算を初めて上回った。除染と廃炉費用が、核施設の建

設運用にかけたコストを上回る日がやってくる。建設がそうであったように廃炉も国家事

業となり、公金が投入される。企業にとっては安定的で利幅が見込める。まるで傾いた原

子力企業の救済事業のようだ。フランス本国で経営危機のアレバが、ハンフォードで最悪

の汚染建屋といわれる再処理工場の除染をし、英国セラフィールド再処理工場では廃炉契

約を結び、チェルノブイリでは新たな石棺建設を行なっている。福島事故後 2 週間という

早さでフランス大統領とアレバ CEO が除染装置のセールスにやってきた背景には、廃炉除

染産業という新たなビジネスの誕生があったのである。 

 

私たちはプルトニウムの“悪魔のような毒性”を制御できなかったことを率直に認めざ

るを得ないだろう。人間は放射能の力を利用することができても、物質の循環＝生態系と

調和させることは出来なかったのだから。地球は物質の循環で生命を育み、生命は水と大

地と大気を必要とする。そしてプルトニウムもまた大量の水を必要とするが、水と大地を

汚染し大気を破壊する。  

                                  KAMI Productions 

                                                              渡辺謙一           


